
土地家屋調査士の資格取得まで

受験申込　5月下旬～6月上旬

試験実地　8月中旬

合格発表　10月下旬

口述試験実施　11月上旬

合格発表　11月下旬

　測量士又は測量士補もしくは、1級建築士又は2級建

築士の資格を有する者は、第2次試験が免除になりま

す。

(1)試験問題は、試験時間終了後、持ち帰ることができま

す。ただし、途中で退出する場合には、持ち帰ること

ができません。

(2)筆記試験の結果発表の際に、多肢択一式試験につ

いては正解を、記述式試験については出題の趣旨が

公表されます。

(3)筆記試験について希望者に対して成績通知が実施さ

れます。（具体的な成績通知方法等については、合

格発表の際に公告されます。）

★第2次試験の免除者

第1次試験
　不動産の表示に関する登記に関する事項で土地家屋調
査士の業務を行うにつき通常必要と認められるもの。

第2次試験
　次の事項で土地家屋調査士の業務を行うにつき通常必
要と認められるもの。
①平面測量（トランシット及び平板を用いる図根測量を含
む。）
②作図（縮図及び伸図並びにこれに伴う地図の表現の変更
に関する。

郵送申込期間　5月下旬～6月上旬まで

九州不動産専門学院
問い合せ先 試験及び受験対策講座については

〒810-0001 福岡市中央区天神1-3-38

電話0120-09-4341

土地家屋調査士試験法務大臣交付

8月中旬
第1次試験　9:30～12:00
第2次試験　13:30～15:30

各都道府県の法務局又は地方法務局ご
とにそれぞれの局が指定した場所で行
なわれます。
7,200円
5月下旬～6月上旬
10月下旬ごろです。
1次試験（法規科目）は、5肢択一形式
20問と記述2問。
2次試験（測量科目）は、5肢択一形式
10問と記述1問。
1次試験…不動産の表示に関する登記に
関する事項で土地家屋調査士の業務を
行うにつき通常必要と認められるもの。
2次試験…平面測量、作図
1次試験…多肢択一式については、50点
満点（1問2.5点）で記述式については、
2問で50点満点で採点。例年満点100
点中84点以上が合格ライン。
2次試験…多肢択一式については、10問
で60点満点（1問6点）で、記述式1問40
点満点で採点。

11月上旬
（時間は、受験票に記載されます。）
各都道府県の法務局又は地方法務局ご
とにそれぞれの局が指定した場所で行
います。
11月下旬ごろです。
官報に公告して行うほか、筆記試験受験
地の管轄法務局又は、地方法務局に提
示します。（法務省ホームページにも合
格者の受験番号を掲載します。

★試験日時
　試験日
　試験時間

★試験内容

★試験会場

★受験手数料
★受験受付期間
★合格発表
★試験形式

★試験科目

★合格ライン

★口述試験の日時等
　試験日

★試験会場

★最終合格発表

測量士・測量士補の資格取得まで

受験申込　1月下旬～2月下旬

試験実施　5月下旬

合格発表　7月下旬

測量士
科目／三角測量、多角測量、水準測量、地形測量、写真測
量、地図編集、応用測量

測量士補
科目／三角測量作業、多角測量作業、水準測量作業、地形
測量作業、写真測量作業、地図編集、応用測量作業

九州不動産専門学院
問い合せ先 試験及び受験対策講座については

〒810-0001 福岡市中央区天神1-3-38

電話0120-09-4341

測量士・測量士補試験国土交通大臣交付

5月下旬

測量士　　10：00～16：00

測量士補　13：30～16：30

札幌市・仙台市・秋田市・東京都・富山

市・長野市・静岡市・名古屋市・東大阪

市・松江市・広島市・高松市・太宰府市・

鹿児島市・那覇市（受験会場について

は、4月下旬頃に送付する受験票でお知

らせします。）

●測量士試験　　4,250円

●測量士補試験　2,850円

1月下旬～2月末日午後8時30分から午

後5時（行政機関の休日に関する法律

〈昭和63年法律第91号〉第1条第1項に

定める行政機関の休日には事務を行わ

ない。）

ただし、郵送の場合は、2月末日までの

日付の消印があるものに限り受け付けま

す。

7月下旬ごろです。

国土地理院、国土地理院各地測量部及

び国土地理院沖縄支所において公告す

るとともに、合格者には合格証書を送付

します。（不合格者には通知等は致しま

せん。）

★筆記試験日時

　試験日

　試験時間

★試験内容

★受験地

★受験手数料

★願書受付期間

★合格発表

16
受験ガイダンス

15
受験ガイダンス

受験ガイダンス 受験ガイダンス




